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①第22匝染  

田 時：5月25田（木）18：00～21：00  

出席覇：55名  

機 所：青山学院大学 青山キャンパス総研ビル10  

階18会議室  

‾ ∴ニ‥三！・  

「e－busimessにおけるSCPパッケージの位置付け－   

SAPÅPののご紹介およびデモ」  

後藤 真紀子（SAPジャパン）   

本講演は，メーカー，仕入れ先，顧客を結ぶ「コラ  

ボレーテイブ仙ネットワーク」の最適化を指向する管  

理ツールであるAPO（Advanced Planner＆Optim－  

izer）の管理思想と各種機能を紹介し，物と情報の統  

合的管理の具体的な方向性を示した。  

・－ ・．：上溝∴・．・・、1－、ご．：二“∴トづ  
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田 時：5月27日（土）  

出席者：25名  

場 所：東京工業大学大岡山キャンパス西4号館   

WⅧ狙講義室  

テ訓剛マと講師：  

（1）「Am αdCOre and a β－COre Of anIncomplete  

Game」内海 幸久（慶應義塾大学大学院経済  

学研究科博士課程）   

情報不完備な戦略形ゲームにおけるβ〉コアの存在  

の一計一分条件9 及びα」コアとの関連についての成果が  

報告された。  

（2）「ポテンシャル関数を用いた均衡選択理論につい  

て＿j 宇井 貴志（筑波大学社会工学系）   

戦略形ゲームにおけるポテンシャル関数について，  

ナッシュ均衡との関連，特性関数形ゲームにおけるポ  

テンシャル関数との関連，均衡選択理論との関連など  

についての成果が報告された巾   

⑳AH炉の三哩論と実際⑳   

∴宗＿．ミ1  

盟 時：5月30日（火）14：00～17：00  

出席者：18名  

場 所：（珊電力中央研究所大手町第一会議室  

㊨か諷テム最適化の理論藍応用⑳   

僧 職：5月且3闘（』二）14：00～17：00  

出席者：15名  

場 所：九州大学経済学部2階中会議室  

、  ．－†了二卜 て  

（紺学習理論を基礎とした最適化手法による企業評  

価モデルの構成」  

謬 康融（久留米大学経済学部）   

企業評価モデルを構成する場合・に，学習理論を基礎  

とする3つの方法を提案した。Ⅰ〕EAによる金融機関  

の効率性分析，ファジィ推論による格付けの方法，カ  

オス時系列の予測手法を企業の評価モデルとして用い  

ることである劇  

（2汀ウェ巾プレット変換を用いた株価予測と特徴づ  

けについて」  

岸川 書紀，矢加部 利幸，時永 祥三（九州  
大学経済学部）   

株価を特徴づける方法として短期的な時間変動を抽  

出するウェーブレット変換を用いることを提案した。   

⑳静敵別派⑳   

・筈ぎ．．．i  

因 幡ニ5月20田（土）13：30～16：00  

出席者：29名  

場 所：政策研究大学院大学  

テ叩∇と講師：  

（1）「仮想の事業体（ⅢMU■）を利用したDEA」  

杉山 学（群馬大学 社会情報学部）   

基準となる仮想のMUを設定し，王〕EA効率値が同  

じ値になるように仮想DMU群を構成するDEA／仮  

想ⅢⅣ汎卜分析法を提案した。  

（2汀首都機能移転における重み付け手法による総合  

評価」   高村 義晴（国土庁大都市圏整備局）  

19名の委員から構成される国会等移転審議会にお  

いて，3年間の調査審議後，移車云先候補地が選定され  

たが，その際に用いた重み付け手法による総合評価法  

を紹介した。  
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